
みやざきブランド推進対策運営要領 

制定 平成１６年５月１７日 

みやざきブランド推進本部  

 

第１  目的 

     この要領は、みやざきブランドの推進を図るため、商品ブランド認証制度の運営に

ついて、必要な事項を定めるものとする。 

           

第２  商品ブランド認証 

みやざきブランド推進本部（以下「本部」という。）は、商品ブランド産地認定基

準（以下「産地認定基準」という。）を満たす産地等が生産する商品ブランド認証基

準（以下「認証基準」という。）を満たす農産物を、「商品ブランド」として認証し、

その品質等を保証するものとする。 

 

第３  商品ブランド認証基準 

      本部は、本県で生産される農産物のうち、消費・販売ニーズに的確に対応した商品

又は商品自体の価値や個性等により優位的な特長を備え、かつ一定数量以上の販売ロ

ットを有する商品を、商品ブランドとして認証するための認証基準を策定するものと

する。 

１  認証基準の策定手順 

    (1) 商品ブランド案の作成 

        本部の販売部会又はみやざきブランド推進地域本部（以下「地域本部」という。）

は、次に掲げる各号に従い、商品ブランド案を作成するものとする。 

      ア 本部の販売部会は、同本部の生産・企画部会、地域本部、宮崎県経済農業協同

組合連合会等の意見を十分に聴いて、商品ブランド検討票（別記様式１）により、

商品ブランド案を作成する。 

      イ 地域本部は、宮崎県農業協同組合各地区本部（以下「ＪＡ地区本部」という。）

の希望に基づき、地域本部の幹事会の審議を経て、商品ブランド検討票により、

商品ブランド案を作成する。 

   (2) 商品ブランドの決定及び認証基準の策定 

        本部は、同本部の委員会において、１で作成された商品ブランド案を、次に掲げ

る要件を満たしているか十分に審査し、要件を満たしていると認めた場合は、商品

ブランドとして決定するものとし、認証基準（別記様式２）として取りまとめるも

のとする。 

     なお、委員会で審査を行う場合は、ＪＡ地区本部とも事前に十分に協議を行うも

のとする。 

・ 品目の特長が消費者等実需者に分かりやすいものとなっていること 

・ 販売戦略が明確化していること 

・ 安定供給できる産地体制が整備されていること 

・ 品質管理体制が確立されていること 
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２ 商品ブランド認証基準の変更及び取り消し 

      本部は、認証基準における商品ブランドが、１(2)に掲げる要件を満たさなくなった

場合は、当該商品ブランドの認証基準を変更、もしくは取り消すものとする。 

 

第４  商品ブランド産地認定基準 

      本部は、商品ブランドの認証基準を満たす商品を一定数量以上の販売ロットで確保

できる産地を商品ブランド産地として認定するための産地認定基準を策定するものと

する。 

１  産地認定基準案の作成 

      本部の生産・企画部会は、同本部の販売部会、地域本部、宮崎県経済農業協同組合

連合会等の意見を十分に聴いて、産地認定基準 （別記様式３）案を作成するものとす

る。 

２  産地認定基準の審査及び決定 

    本部は、１で作成された産地認定基準案について十分に審査し、適当と認めた場合

は、産地認定基準として決定するものとする。 

 

第５  商品ブランド産地の認定申請 

     自らの生産する農産物について、認定を希望する産地等は、次に掲げる各号に従い、

本部に商品ブランド産地の認定申請を行うものとする。 

１  認定を希望する産地等がＪＡ地区本部の場合にあっては、商品ブランド産地認定申

請書（別記様式４）（以下「申請書」という。）を地域本部に提出するものとし、申

請書を受理した地域本部は、その内容を審議した後、本部に提出するものとする。 

２  認定を希望する産地等が県域にわたる協議会等の場合にあっては、申請書を本部に

提出するものとする。 

    

第６  商品ブランド産地の認定 

本部は、前条の規定による申請書を受理した場合は、産地等が産地認定基準を満た

しているかについて、十分に審査し、基準を満たしていると認めた場合は、商品ブラ

ンド産地として認定するものとする。 

 

第７  商品ブランド産地認定の解除 

     本部は、商品ブランドの産地認定後、産地等が産地認定基準を満たさなくなったと

認めた場合又は、特段の理由無く第９に定める産地確認シートの提出が無い場合は、

商品ブランド産地の認定を解除することができる。 
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第８  伝達及び周知 

１  本部は、認証基準、産地認定基準及び認定を行った商品ブランド産地について、地

域本部に伝達するとともに、市場関係者や量販店等関係者への周知に努めるものとす

る。 

２ 地域本部は、生産者等に対し周知するものとする。 

 

第９ ひなたチェックの実施 

本部、地域本部及び商品ブランド産地はひなたチェックを実施することとする。 

 １ 産地点検シートの作成及び実施 

   (1) 本部は、商品ブランド産地が活用する産地点検シートを作成するものとする。 

(2) 商品ブランド産地は、年１回以上、産地点検シートを活用した自己点検を実施するものと

する。 

２ 内部検査の実施 

(1) 地域本部は、毎年度商品ブランド産地に対して内部検査シート（別記様式５）に基づい

た検査を収穫終了までに実施するとともに、内部検査で改善事項があった場合は３０

日以内に改善指導と結果の確認を実施するものとする。 

(2) 地域本部は、商品ブランド産地の１生産部会につき１戸以上に対して内部検査を

実施するものとする。ただし、ＧＡＰ認証を取得している商品ブランド産地につい

ては、内部検査を省略することができるものとする。 

３ 産地確認シートの提出 

地域本部は、商品ブランド産地の実績を産地確認シート（別記様式６）にとりまとめ、

内部検査シートとともに出荷期間終了から起算して３０日以内に本部へ提出するも

のとする。 

４ 産地課題の把握及び対策 

(1) 地域本部は、産地確認シートで明らかになった産地の課題については、改善対策

を検討し次作以降に対策を実施するものとする。 

(2) 本部は、地域本部から提出のあった産地確認シート及び内部検査シートにより、

県域での課題の把握及び対策検討を行い、商品ブランド産地及び地域本部とともに

課題解決に向けた対策に取り組むものとする。 

５ ひなたチェックの推進 

本部及び地域本部は、商品ブランド産地全体でのひなたチェックの着実な実施を推

進するため、実施状況の把握、産地点検シート活用に向けた研修会の実施、個別巡回

での指導を行う。 
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第 10  商品ブランド認証マーク 

商品ブランド認証マーク（以下「認証マーク」という。）について次の通り定める。 

１  認証マーク 

(1) 認証マークのデザイン等は別に定めるマニュアルのとおりとする。 

(2) 認証マークの使用に係るデザインを使用者がみだりに改変して使用することはで

きない。ただし、本部長が特に必要と認める場合については、この限りではない。 

２  認証マークの使用 

(1) 認証マークは、ブランド認証商品及びブランド認証商品に関するフェアの飾り付

け等で使用することができるものとする。 

(2) 使用方法については、消費者に直接商品の特長を伝えることのできるよう、シー

ル、パック、包装フィルム、ポップ及びパネル等消費者の目に直接触れる資材で使

用することができるものとする。 

(3) 使用にともなう説明責任は、使用者においてこれを履行するものとする。 

３ 使用の届出 

(1) 認証マークの使用を希望する者は、別記様式７の「みやざきブランド認証マーク

使用届」（以下「認証マーク使用届」という。）を、本部に提出するものとする。 

(2) 使用目的や用途の変更が生じた場合には、改めて使用届を提出するのものとする。 

４ 届出の受理 

認証マークの使用の可否について、本部は認証マーク使用届の内容を審査し、適正

な場合には受理するとともに、その旨を届出者に連絡する。 

５ 事故、苦情等の処理 

認証マークの使用等に関する事故、苦情等が発生した場合は、使用者が誠意を持っ

て、使用者の責任のもとに、必要な措置を講じなければならない。 

６ 適正使用の確保 

本部長は使用状況について、必要に応じて報告を求め、又は検査を行うことができる。 

７  使用の禁止 

(1) 本部は、受理した認証マークの使用届の内容に関する商品ブランド産地認定が取

り消された場合又は認証マーク使用届に記載した使用趣旨を逸脱した使用事実があ

ると認めたときは、認証マークの使用届出者に対し、その使用の禁止について通知

するものとする。 

(2) 前項の規定により使用が禁止されたことによる直接又は間接的に生じた損失につ

いては、当該使用者が負担するものとする。 

 

第 11 推進体制 

本部及び地域本部は、十分な連携をもってみやざきブランドを推進するものとする。 

 

第 12  その他 

この要領に定めるもののほか、必要な事項については、本部長が定めるものとする。 
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附 則 

１ この要領は、平成１６年５月１７日から施行する。 

  ２ 次に掲げる要領及び規則は、廃止する。 

    (1)  商品ブランド認証制度運営要領（平成１３年１０月１日制定） 

(2)  商品ブランド認証基準策定要領（平成１３年１０月１日制定） 

(3)  商品ブランド産地認定基準策定要領（平成１３年１０月１日制定） 

(4)  安全・安心の確保に向けたみやざきブランド産地チェック実施要領 

（平成１５年６月３０日制定） 

(5)  商品ブランド認証マーク使用規則（平成１３年１２月３日制定） 

    (6)  みやざきブランドづくり統一シンボルマーク使用規則 

（平成１３年５月２１日制定） 

 

附 則 

この要領は、平成２１年７月１日から施行する。 

 

附 則 

この要領は、平成２１年１２月１８日から施行する。 

 

   附 則 

 １ この要領は、令和６年１２月２７日から施行する。 

 ２ 改正前に認めた商品の認証、産地の認定、マークの使用については、従前の例によ

り取り扱うものとする。ただし、その期限は令和８年３月３１日までとする。 
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別記様式１（第４条関係） 
商品ブランド検討票 

品目名： 
○ 特 長 が 消 費
者 等 実 需 者 に
分 か り や す い
も の と な っ て
いるか 

消費者ニーズ 
 

 

商品ブランド名 
 

 

商品ブランドの
特長 

 

商品ブランド規
格 

 

○ 販 売 戦 略 が
は っ き り し て
いるか 

主な販売先 
 

 

流通販売対策 
 

 

○ 安 定 供 給 が
で き る 産 地 体
制 が 整 っ て い
るか 

生産状況 ・栽培面積： 
 
・飼養頭数： 
 
・生産量： 
 
・販売量： 
 
＜特記事項＞ 
 
 

○ 品 質 管 理 体
制 が 確 立 さ れ
ているか 

品質管理の仕方 
 

・品質保持対策 
 
・品位基準遵守の方法や体制 
 
・事故発生時の対応及び連絡体制 
 
 

○ ひ な た チ ェ
ッ ク の 実 施 体
制 が 確 立 さ れ
ているか 

 ・ひなたチェックの実施体制 

○ そ の 他 特 記
事項 
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別記様式２（第４条関係） 
商品ブランド認証基準 

 
分
類 

認証 
対象 
品目 

商品 
ブランド名 

商品ブランド認証基準（個別基準） 備考 
 
カテゴリー 
 

 
基準 
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別記様式３（第５条関係） 
商品ブランド産地認定基準 

分類 認定 
対象 
品目 

商品 
ブランド名 

 
商品ブランド産地認定基準 

備考 
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別記様式４（第６条関係） 
令和 年 月 日 

商品ブランド産地認定申請書 
 

申請者（組織・代表者氏名）：            
担当者名及び連絡先：            

１ 基本情報 
 
商品ブランド名 
 

 
 
 

 
産地名 
 

 
 
 

 
２ 産地のすう勢と計画（記入項目を網羅した既存資料がある場合には、その添付で構わない） 

区分 
R○ Ｒ○ 

備考 
直近の実績 目標※３ 

作付面積 ブランド
商品※1    

（ha） 品目全体
※2    

生産戸数 ブランド
商品    

（戸） 品目全体 
     

出荷量 ブランド
商品    

（㌧） 品目全体 
     

販売単価 ブランド
商品    

（円／kg） 品目全体 
     

金額 ブランド
商品    

（千円） 品目全体 
     

※１：ブランド商品：ブランドのみの数値、※２：品目全体：産地の品目全体での数値 
※３：３カ年計画等の計画で目標値としている数値。 
 

３ 事故発生時の対応及び連絡体制 

 
 
４ ひなたチェックの実施体制 

 
５ その他（※産地ビジョン等の産地の将来像を示した計画があれば添付する。） 
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別記様式５（第９条関係）

検査者情報
氏名 検査実施日 改善確認日

農業者の情報

農業者名

食）食の安全
経）農場経営管理
環）環境保全
労）労働安全

異物混入対策（大腸菌、アレルギー物質、かび等の生物学的リスク）
チェックポイント

1 収穫物に異物（鳥の糞
等）が入らないように、
作業場の保守管理、点
検、清掃等の適正な管理
を行っている。

食）□ 作業場内に野鳥の糞なし
食）□ 作業場内に害虫の死骸なし
食）□ 定期的な清掃の実施

2 収穫物は衛生的かつ適切
な環境で保管している。

食）□ 収穫物にシートをかける、床に
　　　 直置きしない等、異物混入対策を
　　　 実施
食）□ 適切な温湿度で保管

3 農産物と接触する資材、
器具や容器を衛生的に管
理している。

食）□ 運搬器具等に堆肥が残っていない
食）□ 農産物と接触する資材等を農薬と
　　　 一緒に保管していない

4 収穫物に使用する水は、
衛生上問題のないものを
使っている。

食）□ 大腸菌のリスクなし
食）□ 重金属類のリスクなし
　　　（□ 検査済み）

5 アレルギー物質（そば、
ピーナッツ等）や異物
（タバコの灰等）の混入
がないように対策をして
いる。

食）□ 出荷物付近での飲食なし
食）□ 出荷物付近での喫煙なし
経）□ 副流煙等健康被害リスクなし

チェックポイントの標記について

内容 改善指導点

内部検査シート

所属

商品ブランド名 認定産地名
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内部検査シート

異物混入対策（大腸菌、アレルギー物質、かび等の生物学的リスク）
チェックポイント

6 ほ場やその周辺環境（土
壌や汚染水）、廃棄物等
からの汚染リスクがない
か把握し、対策を実施し
ている。

食）□ 廃棄物からの汚染リスクなし
食）□ 汚染水（工場や畜舎等の排水）
      からの汚染リスクなし

7 ほ場や作業場所から通え
る距離にトイレと手洗い
場があり、石けんが設置
してある。

食）□ 手洗い場あり
食）□ 石鹸あり
経）□ トイレあり（公衆トイレ可）

8 養液栽培の場合、培養液
の汚染防止の対策をとっ
ている。

食）□ 培養液の汚染（大腸菌、重金属等）
　　　　のリスクなし
　　□ 養液栽培ではない（対象外）

9 堆肥は適正な工程で生産
された物を施用してい
る。

食）□ 肥料登録のある堆肥の施用
　　　　or 完熟堆肥の施用
経）□ クロピラリドリスクなし
環）□ 堆肥からの外来雑草種子の持ち込み
　　　 なし

異物混入対策（残留農薬、肥料の付着等の化学的リスク）
チェックポイント

1 機械は使用前に点検し、
使用後は清掃して、決
まった場所に保管してい
る。

食）□ 収穫物にオイル等が付着する危険
　　　 性なし
食）□ ネジや部品の脱落の危険性なし
労）□ 機器の使用前点検の実施
労）□ 機械の定期メンテナンスの実施
環）□ 機械のオイル漏れなし

例）ほ場付近にはトイレが
ないため、休憩時間を長め
にとることで対応してい
る。

内容 改善指導点

内容 改善指導点
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内部検査シート

異物混入対策（残留農薬、肥料の付着等の化学的リスク）
チェックポイント

2 洗浄剤、消毒液、機械油
等は、食品安全上問題の
ないものを使用してい
る。

食）□ 収穫物と接する資材の洗浄・消毒
　　　 には食品安全上問題のないものを
　　　 使用
食）□ 収穫物と接触する機械部には適切
　　　 な機器油を使用

3 燃料類の保管場所は火気
厳禁となっており、専用
容器で保管している。ま
た収穫物と接触しない場
所で保管している。

食）□ 燃料類と収穫物との
　　　 接触リスクなし
労）□ 燃料の漏出・火災リスクなし
環）□ 燃料の流出リスクなし

4 ほ場から出る廃棄物を把
握し、適切に処分すると
ともに、リサイクル等、
廃棄物の削減に務めてい
る。

食）□ 収穫物付近に廃棄物を放置してい
　　　 ない
環）□ 産業廃棄物の適正処理

5 信頼できる供給元から種
苗を購入し、育苗等の記
録を保管している。

食）□ 育苗時の農薬散布履歴あり

6 周辺ほ場からのドリフト
の危険性を把握し、対策
している。

食）□ ドリフトのリスクなし
　　（□ 対策あり）

内容 改善指導点
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内部検査シート

異物混入対策（残留農薬、肥料の付着等の化学的リスク）
チェックポイント

7 農薬使用計画（防除暦
等）を作成している。

食）□ 農薬使用計画（防除暦）あり

8 農薬は、使用基準（対象
品目や希釈倍率、散布量
等）を守り、防除暦等の
計画に沿って散布してい
る。

食）□ 農薬使用基準の遵守

9 農薬散布前に、器具の破
損がないことや、残液が
残っていないことを確認
している。

食）□ 農薬タンク等の残液なし
環）□ 散布機器の破損・流出なし

10 農薬散布後は、器具を洗
浄している。
また、洗浄排液が川や周
辺ほ場等に流れないよう
に気をつけている。

食）□ 散布後の農薬タンク等の洗浄
環）□ 洗浄排液の適切な処理

11 農薬の残液は周辺（川や
ほ場等）に影響がないよ
うに処理している。

食）□ 収穫物の近くで農薬残液を
　　　 処理していない
環）□ 農薬残液は周辺に影響がでない
　　　 場所、方法で処理

12 農薬の使用について、使
用日やほ場、農作物、農
薬名、希釈倍率等を記録
し、保管している。

食）□ 栽培履歴等の記録あり

内容 改善指導点
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内部検査シート

異物混入対策（残留農薬、肥料の付着等の化学的リスク）
チェックポイント

13 農薬の在庫は台帳で管理
している。

食）□ 農薬の在庫と台帳の一致

14 農薬は農産物と接触しな
い場所に、適切な方法で
保管している。

食）□ 農産物への接触リスクなし
食）□ 期限切れ農薬が混在していない
労）□ 別容器への移し替えなし
労）□ 劇物・危険物の明確化
労）□ 劇物・危険物の適正保管
環）□ 農薬保管庫での保管
環）□ トレイ設置などの流出防止処理あり

15 農薬の責任者による適正
使用の指示と使用方法に
間違いがなかったか検証
を実施している。

食）□ 経営主または管理責任者による
　　　 散布計画に基づいた散布の実施

16 肥料の製造元、成分を把
握している。

食）□ 肥料に化学物質（重金属や放射性
　　　 物質等）の汚染リスクなし
環）□ 慣行基準に則した施肥の実施

17 肥料は農産物への接触や
袋の破損等の恐れのない
方法で保管し、在庫管理
を行っている。

食）□ 農産物と肥料の接触リスクなし
労）□ 肥料袋転倒リスクなし
環）□ 水源への肥料流出リスクなし
環）□ 在庫管理の実施

異物混入対策（上記を踏まえた全般に関すること）
チェックポイント

1 栽培から出荷までの、食
の安全（残留農薬や異物
混入等）に関するリスク
を把握し、対策をとって
いる。

食）□ 残留農薬リスクなし
食）□ 異物混入リスクなし

内容 改善指導点

内容 改善指導点
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別記様式６(第９条関係）

作成日
作成者所属
作成者氏名

１　実績と計画

Ｒ 年産 Ｒ 年産

前年実績 次年計画

※１ ブランド商品：ブランドのみの数値　　※品目全体：産地の品目全体での数値

２　ひなたチェック実績

項目 チェック

戸 □

検体 □

戸
実施済 □
GAP取得□

項目
改善済□
改善中□

課題解決に向けた取組・支援

生産戸数
(戸）

出荷量
（㌧）

区分

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ商品
※１

品目全体※２

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ商品

品目全体

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ商品

品目全体

販売単価
（円/㎏）

推進を行った
農業者数

実績

検査を実施した
検体数

内部検査を
実施した農業者数

金額
（千円）

残留農薬検査の実施

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ商品

品目全体

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ商品

品目全体

備考

備考

１部会につき、
年間１戸以上で実施。

（改善中の場合のみ記載）
改善時期：　月までに改善

産地確認シート

Ｒ 年産

当年実績

認定産地名

ブランド地域本部名

商品ブランド名

作付面積
(ha）

令和 年 月 日

県本部への要望

推進方法（以下から選択）
□自己点検結果を回収
□研修会の実施
□個別巡回で指導
□その他

改善指導の実施
改善が必要な
項目数

ひなたチェックの中で見つかった課題

内部検査の実施

農業者への自己点検の推進
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別記様式７（第 10 条関係） 
令和 年 月 日 

みやざきブランド推進本部長 殿 
（届出者）住 所：           

組織名：           
代表者：           

  
みやざきブランド認証マーク使用届 

 
 商品ブランド認証マークの使用にあたり、みやざきブランド推進対策運営要領に記載の

内容を承知の上、下記のとおり届け出ます。 
 
１ 認証マークの使用目的 
 
 
２ 使用期間 
 令和 年 月 日から令和 年 月 日 
 
 
３ 認証マークの使用方法 
 □直接印刷    □シール等による貼付   

□その他（                              ） 
 
４ 認証マークの使用包材・媒体の種類 
 □フィルム    □パック・手詰袋    □段ボール    
 □ＰＯＰ     □ポスター・パネル   □チラシ・パンフレット    
 □その他（                              ） 
 
５ 使用品目 
 商品ブランド名： 
 産     地： 
 
６ 表示デザイン 
 ※デザインを添付すること。 
 
７ 担当者連絡先 
 部 署 名： 
 担当者氏名： 
 TEL/FAX ： 
 e-mail    ： 

16



商品ブランド認証基準 

 

１ 商品ブランド認証基準の構成 

商品ブランド認証基準は、畜産物を除く全ての商品ブランドにおいて、みやざきブラン

ドの基本姿勢として必須要件とする「共通基準」と商品ごとの特長を保証する「個別基

準」により定めることとする。 

 

２ 商品ブランド認証基準の内容 

 １）共通基準 

   共通基準として、「ひなたチェック」を実施する。 

・ 米、野菜、果樹、花き、特産、加工・業務用の商品ブランドにおいて、ひなたチ

ェックを実施するものとする。 

・ ひなたチェックは、商品ブランド産地（以下、「ブランド産地」という。）の問題点を

課題化し、持続的な改善活動につなげるため、産地点検シートによる自己点検、内部

検査、産地確認活動及び改善に向けた取組を行うものとする。また、出荷期間中に月１

検体以上の残留農薬検査を必須とする。ただし、花きのうち食用に供さないもの

についてはこの限りではない。 

・ ひなたチェックの実施については、みやざきブランド推進対策運営要領に定める。 

 

２）個別基準 

個別基準は、商品ブランドの特長を保証する基準として定める。また、特長を表現す

るカテゴリーは、「おいしさ」、「健康」、「グリーン」、「オリジナリティ」、「高品質」の５

つで整理するが、それぞれの特長を担保する基準は商品ごとに定めることとする。（下

記３「商品ブランド認証基準一覧表」参照） 

 

① おいしさ 

客観的な根拠となる数値基準等があること。 

    ・糖度、酸度、クエン酸濃度等の基準 

    ・全国的な外部評価・外部機関による評価 

    ・科学的根拠に基づき、おいしさと関係する栽培方法等 

② グリーン 

  環境への配慮に繋がることを客観的に証明できる取組であること。 

具体的には、次のいずれかの取組を実施すること。 

    ・情熱みやざき農産物認証の取得 

    ・有機ＪＡＳ認証の取得 

    ・温室効果ガス見える化の取組の実施 

    ・Ｊクレジット制度でのクレジット認証の取得 

    ・みどり認定を受ける 
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③ 健康 

    保健機能食品（機能性表示食品、栄養機能食品）として販売できる商品であること。 

 

④ オリジナリティ 

    全国的に見て「宮崎らしさ」や「珍しさ」を主張できる根拠があること。 

・日本一、宮崎県原産、特産野菜、特徴的な栽培方法等 

 

⑤ 高品質 

    同品目の中でも最高位の出荷基準の商品として差別化できる基準があること。 

    ・最高位の出荷規格の設定（差別化ができること） 

・ＪＡＳ規格より厳しい基準で飼養されていること（畜産物のみ） 

 

 ３）その他 

   商品ブランドの信用と価値を高める観点から、基本的には、商品ブランドごとに品位

（規格）を定めるものとする。 
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３ 商品ブランド認証基準一覧表 
（令和６年１２月２７日更新） 

分
類 

認証 
対象 
品目 

商品 
ブランド名 

商品ブランド認証基準（個別基準） 備考 
カテゴリ
ー 

基準 

畜 
 
産 

牛肉 
 
 
 
 
 

宮崎牛 おいしさ 

ｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨ 

高品質 

①宮崎県内で出生し、最長飼養地が

宮崎県の黒毛和牛 

②日本食肉格付協会が定める格付

基準の肉質等級４等級以上のもの 

③県産種雄牛もしくは家畜改良のた

め指定された種雄牛を一代祖にも

つもの 

 

 

 豚肉 宮崎ブランド
ポーク 
 

おいしさ 

高品質 
①生産履歴の記帳及び飼養衛生管

理基準の遵守が確認され、かつ生

産性向上に向けた取組（畜舎環境

の改善、飼料の適正給与）を実践

していること 

②県内で肥育され､HACCP や ISO を

取得した食肉処理場で処理された

ものであること 

③品質向上に資する品種又は給与

飼料、疾病対策の取組を明確にで

きる体制であること 

④肉質及び脂肪の質が良好であり､

日本食肉格付協会の格付で｢中｣

以上のもの 

⑤生産者と販売者及び食肉処理業

者との契約取引により販売されるも

の 

 

 

 鶏肉 みやざき地頭
鶏 

おいしさ 
ｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨ 
高品質 

①「みやざき地頭鶏」の地鶏肉である

こと 

②「みやざき地頭鶏」生産指定農場で

生産されたこと 

③育すうを含めて全期間平飼い飼育 

④飼育期間はおおむね雄 120 日、 

雌 150 日 

⑤飼育密度は１㎡当たり２羽以下 
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分
類 

認証 
対象 
品目 

商品 
ブランド名 

商品ブランド認証基準（個別基準） 備考 
カテゴリ
ー 

基準 

米 米 
 
 
 
 
 

宮崎特選米 おいしさ 

 
（一財）日本穀物検定協会が実施す

る「米の食味ランキング」におい
て「特Ａ」を取得した「産地品種」
であること 

〈品位基準〉 
・当年産の米穀であること 
・生産出荷時にＪＡ米の基準を満

たすこと（種子更新、農産物検査、
生産履歴） 

・農産物検査規格等級の１等であ
ること 

・タンパク質含量「6.5％」以下であ
ること 

・玄米水分含量「14％～16％」の範
囲であること 

〈品質管理〉 
・生産から販売に至るまでの履歴

情報の提供が可能な米穀である
こと 

 

 

野
菜 

環境循
環型野
菜 

１ みやざき
エコピーマ
ン 

２ みやざき
エコにら 

３ みやざき
エコミニト
マト 

４ みやざき
エコごぼう 

 
 
 
 
 
 

グリーン ①情熱みやざき農産物の認証を受
けていること 

②みどりの食料システム法による
みどり認定を受けていること 

〈品位基準〉 
・宮崎県ＪＡ園芸ブランド標準規

格の範囲内 
 

みやざき
エコピー
マンは赤
も含む 
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分
類 

認証 
対象 
品目 

商品 
ブランド名 

商品ブランド認証基準（個別基準） 備考 
カテゴリ
ー 

基準 

野
菜
の
続
き 

きゅう
り 

みやざきワン
タッチきゅう
り 
 

ｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨ 
高品質 
 

①ワンタッチ箱詰め(収穫しながら
箱詰め)  

②製品予冷・保冷の実施 
③つる下ろし栽培 
〈品位基準〉 
・宮崎県ＪＡ園芸ブランド標準規

格 
品位：Ａ品以上 
 

 

 たまね
ぎ 

みやざき新た
まねぎ 
 

ｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨ 
 

①１～５月に出荷されるもの 
②土砂等異物の付着がないもの 
〈品位基準〉 
・宮崎県ＪＡ園芸ブランド標準規

格葉付たまねぎＡ品以上（切り
たまねぎの場合もＡ品同等以
上） 

 

 

 メロン みやざきめろ
めろメロン 

おいしさ 
高品質 

①光センサー選果機による全個検
査（糖度、熟度検査） 

②トレーサビリティの確立 
③糖度 13.5 度以上 
④アールス系品種 
〈品位基準〉 
・宮崎県ＪＡ園芸ブランド標準規

格アールスメロン、赤肉メロン
（立体栽培）基準Ａ３以上 

 

 

 中型カ
ラーピ
ーマン 
 

みやざき中型
カラーピーマ
ン 

ｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨ 
 

３色（赤・黄・橙）を栽培し、色を組
み合わせて販売していること 

〈品位基準〉 
Ａ品以上 
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分
類 

認証 
対象 
品目 

商品 
ブランド名 

商品ブランド認証基準（個別基準） 備考 
カテゴリ
ー 

基準 

野
菜
の
続
き 

ピーマ
ン（促
成） 
 
 

みやざきビタ
ミンピーマン 

健康 ①対象とする栄養・機能性成分は
「ビタミンＣ」とすること 

②ビタミンＣの含有量について、こ
れまで県下全域で年間をとおし
て一定数量を超える分析（200 検
体以上）が実施されていること 

③ビタミンＣの含有量の低下を防
ぐため、適切な鮮度保持対策や貯
蔵対策等が講じられていること 

④毎年度、出荷期間中にビタミンＣ
含有量を確認すること 

〈品位基準〉 
・宮崎県ＪＡ園芸ブランド標準規

格の範囲内 

 

 ゴーヤ
ー 

みやざきビタ
ミンゴーヤー 
 
 
 

健康  

 いちご みやざきビタ
ミンいちご 
 
 
 

健康  

 洋種か
ぼちゃ 

みやざき洋種
かぼちゃ 

おいしさ ①品種：ニューマロン 
②交配後 50 日以上経過し、５月か

ら７月に収穫された完熟品 
〈品位基準〉 
・宮崎県ＪＡ園芸ブランド標準規

格 
品位：Ｂ品以上 
 

 

 黒皮か
ぼちゃ 

みやざき黒皮
かぼちゃ 

ｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨ 
 

①宮崎県特産野菜 
②品種：「宮崎早生１号」、「宮崎早
生２号」、「小型タチバナ黒皮南瓜」 

〈品位基準〉 
・宮崎県ＪＡ園芸ブランド標準規

格の範囲内 
 

 

 京いも みやざき京い
も 

ｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨ 
 

①宮崎県特産野菜 
②11 月から 12 月に出荷されるもの 
〈品位基準〉 
・宮崎県ＪＡ園芸ブランド標準規

格の範囲内 
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分
類 

認証 
対象 
品目 

商品 
ブランド名 

商品ブランド認証基準（個別基準） 備考 
カテゴリ
ー 

基準 

果
樹 

マンゴ
ー 

完熟マンゴー
「太陽のタマ
ゴ」 

おいしさ 
ｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨ 
高品質 
 

自然に落下するまで樹上で完熟さ
せた、特に食味・外観の優れた果
実 
〈品位・糖度基準〉 
・宮崎県ＪＡ園芸ブランド標準規

格を満たす果実 
  品位：青秀以上 
  階級：２Ｌ以上 
  糖度：15 度以上 
 

 

 きんか
ん 

完熟きんかん
「たまたま」 
 

おいしさ 
健康 
ｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨ 
 

①主に、生で食べることを目的と
して、ハウス栽培で満開から
210 日以上を経過し、樹上で完
熟させた果実 

②対象とする栄養・機能性成分は
「ビタミンＣ、Ｅ」とすること 

③ビタミンＣ、Ｅの含有量につい
て、これまで県下全域で出荷期
間をとおして一定数量（200 検
体以上）を超える分析が実施さ
れていること 

④ビタミンＣ、Ｅの含有量の低下
を防ぐため、適切な鮮度保持対
策や貯蔵対策等が講じられてい
ること 

⑤毎年度、出荷期間中にビタミン
Ｃ、Ｅ含有量を確認すること 

〈品位・糖度基準〉 
・宮崎県ＪＡ園芸ブランド標準規

格を満たす果実 
階級：Ｌ級、直径 2.8cm 

以上 
  糖度：16 度以上 
  着色：完全着色したもの  
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分
類 

認証 
対象 
品目 

商品 
ブランド名 

商品ブランド認証基準（個別基準） 備考 
カテゴリ
ー 

基準 

果
樹
の
続
き 

日向夏 日向夏 おいしさ 
ｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨ 
 

日向夏本来の味、香り、特性を有す
るもの 
〈品位・糖度基準〉 
・宮崎県ＪＡ園芸ブランド標準規

格を満たす果実 
品位：Ｂ品以上 
 
 
 
 

 

 へべす みやざきへべ
す 

ｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨ 
高品質 

①へべす本来の味、香り、形状を有
するもの 

②十分な果汁が含まれ、搾汁率が
35％以上のもの 

〈品質基準〉 
・宮崎県ＪＡ園芸ブランド標準規

格 
品位：Ａ品以上 

 

 

 

 

 

 くり みやざき特選
栗 
 

高品質 ①鮮度の高い果実 
②予冷、保冷輸送の実施 
③低樹高せん定による２Ｌ以上の

大玉果実 
〈品質基準〉 
・宮崎県ＪＡ園芸ブランド標準規

格 
品位：Ａ品以上 
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分
類 

認証 
対象 
品目 

商品 
ブランド名 

商品ブランド認証基準（個別基準） 備考 
カテゴリ
ー 

基準 

花
き 

コチョ
ウラン 

みやざきコチ
ョウラン 

高品質 ［大輪系］ 
①展開した本葉６枚以上の充実し

た大苗による生産 
②出荷鉢の大きさが８寸以上 
③立ち本数が３本以上 
④１株輪数が 12 輪以上 
⑤特Ａ品 
 
［ミディ系］ 
①展開した本葉６枚以上の充実し

た大苗による生産 
②出荷鉢の大きさが８寸以上 
③立ち本数が５本以上 
④１株輪数が 50 輪以上 
⑤特Ａ品 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※共通基
準の「残
留農薬検
査 の 実
施」につ
いては対
象外とす
る。 
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分
類 

認証 
対象 
品目 

商品 
ブランド名 

商品ブランド認証基準（個別基準） 備考 
カテゴリ
ー 

基準 

特
産 

乾しい
たけ 

みやざき乾し
いたけ 

おいしさ ①国産原木を使用した原木栽培で
あること 

②「宮崎乾しいたけ安全・安心栽培
指針」に基づき栽培されたもの 

③「乾しいたけトレーサビリティ実
施要領」に基づく栽培管理等が記
帳されていること 

④トレーサビリティシステムが確
立されていること 

⑤ＪＡ宮崎経済連の品柄区分で香
信、香菇、冬菇で次の基準を満た
すもの 

   形状：菌傘は全開せず、特有の
形状、食沢を有するもの 

   ヒダ：ヒダの欠け、倒れが少な
いもの 

   香気：しいたけ特有の香気が高
いもの 

   乾燥：水分含有率が 13％以下
のもの 

 

 

 

 

 

 

 釜炒り
茶 

みやざき釜炒
り茶「釜王」 

高品質 生葉を蒸さずに釜で炒っており、
県内で製造した釜炒り茶（荒茶）
を用い、みやざき茶推進会議が実
施する認証審査に合格した仕上げ
茶であること 
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分
類 

認証 
対象 
品目 

商品 
ブランド名 

商品ブランド認証基準（個別基準） 備考 
カテゴリ
ー 

基準 

特
産 

せんぎ
り大根 

みやざきせん
ぎり大根 

ｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨ [生産管理基準] 
①県産大根で天日乾燥されたもの

であること 
②宮崎県ＪＡ園芸ブランド標準規

格に基づき、品質がＡ品であるこ
と 

③生産段階における異物混入防止
対策が講じられていること 

④情熱みやざき農産物の認証を受
けていること 

⑤栽培面積・出荷量の事前申請を行
うこと 

 
[品質管理基準] 
①トレーサビリティにより生産履

歴及び製造履歴が確認出来るこ
と 

②目視検査、金属探知機による加工
品の異物購入防止対策が講じら
れていること 

③一次加工品について、栄養成分分
析、細菌検査、放射能分析が実施
されていること 

④公的機関等による加工施設の検
査を行い、衛生管理が徹底され
ていること 
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分
類 

認証 
対象 
品目 

商品 
ブランド名 

商品ブランド認証基準（個別基準） 備考 
カテゴリ
ー 

基準 

加
工 
・
業
務
用 

冷凍ほ
うれん
そう 

みやざき冷凍
ほうれんそう 

ｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨ 
 

①原料は、共通基準に定めるひなた
チェックに対応して生産された
ものであること 

②加工場での原料管理、衛生管理、
品質管理が徹底されていること 

・原料管理： 
生産者に対する栽培指導体制

が確保されていること、原料は宮
崎県産であること 

・衛生管理： 
｢ISO22000」の取得又は「日本

冷凍食品協会」の衛生管理審査と
同程度の衛生管理基準を満たし
ていること 

・品質管理： 
トレーサビリティの確保、異物

混入防止等の品質管理対策、一次
加工品の定期的な残留農薬検査
を実施していること 

（詳細は別紙参照） 
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別紙 
１ 冷凍ほうれんそうにおける認証基準（加工場）の詳細については、次のとおりとする。 
 
  ①原料管理 
   ・ 原料の均一化を図るため、フィールドコーディネーター等を配置するなど、生産

者に対する栽培指導体制が確保されていること 
   ・ 原料は、共通基準を満たし、「宮崎県内」かつ「みやざきブランド推進本部で認

める産地」で生産されていること 
  ②衛生管理 
   ・ 加工場内の衛生管理の取組を確保するものとし、「ISO22000」の取得又は「日本

冷凍食品協会」の衛生管理審査と同程度の衛生管理基準を満たしていること 
  ③品質管理 
   ・ 原料の受入から加工・販売に至るまでのトレーサビリティが確保されており、商

品と原料生産者の対応関係を明らかにするなど、不測の事態が発生したときに、原
料の特定や原因の解明がスムーズに行われる体制が構築されていること 

   ・ 目視検査の徹底はもとより、金属探知機やエックス線照射分別機等の導入による
加工品中の異物混入防止を徹底するなど、加工品の品質管理対策が講じられている
こと 

   ・ 一次加工品については、出荷期間中の定期的（１回／月以上）な残留農薬検査を
実施していること  
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商品ブランド産地認定基準 
（令和６年１２月２７日更新） 

分
類 

認定 
対象 
品目 

商品 
ブランド名 

 
商品ブランド産地認定基準 

 
認定産地 
（ＪＡ地区本部等） 

畜
産 

牛肉 
 
 

宮崎牛 「県内全域」を対象とし、商品ブランド認証

基準を満たしたものを「宮崎牛」として認証 

 
 
 
 

 

 豚肉 

 
宮崎ブラン
ドポーク 

① 「県内全域」を対象とし、商品ブランド

認証基準を満たしたものを「宮崎ブラ

ンドポーク」として認定 

② 生産者と販売者及び食肉処理業者と

の契約取引に対応できる生産・出荷

体制であること 

③ 品質管理、検査体制、クレーム処理等

の出荷体制が確立していること 

 
 

 

 鶏肉 みやざき地

頭鶏 

 

①「県内全域」を対象とし、商品ブランド認

証基準を満たしたものを「みやざき地頭

鶏」として認証 

②みやざき地頭鶏事業協同組合に加入し

ていること 

③計画的な生産・出荷を行っていること 

④品質管理、検査体制、クレ－ム処理等

の出荷体制が確立していること 

⑤生産管理の記録が整備されていること 

 
 

 

米 米 宮崎特選米 ①産地規模がおおむね 300ｈａ以上である

こと 

②計画的な生産・出荷を行っていること 

③品質保持の適正管理、生産者ごとの検

査体制、クレーム処理等の出荷体制が

確立していること 
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分
類 

認定 
対象 
品目 

商品 
ブランド名 

 
商品ブランド産地認定基準 

 
認定産地 
（ＪＡ地区本部等） 

野
菜 

環境循
環型野
菜 

みやざきエコ

ピーマン 

①産地規模がおおむね１ｈａ以上であるこ

と 

②計画的な生産・出荷を行っていること 

③品質管理、検査体制、クレーム処理等

の出荷体制が確立していること 

 

 

  

 
みやざきエコ

にら 

 

  みやざきエコ

ミニトマト 

 

  みやざきエコ

ごぼう 

 

 

 きゅう
り 

みやざきﾜﾝ

ﾀｯﾁきゅうり 

 

  

 たまね
ぎ 

みやざき新

たまねぎ 

 

  

 カラー
ピーマ
ン 

みやざき中

型カラーピ

ーマン 

  

 ピーマ
ン 

みやざきビ

タ ミ ン ピ ー

マン 

  

 ゴーヤ
ー 

みやざきビ

タ ミ ン ゴ ー

ヤー 

  

 いちご みやざきビ

タミンいちご 

  

 メロン みやざきめ

ろめろメロン 

 

  

 洋種か
ぼちゃ 

みやざき洋

種かぼちゃ 

 

  

 黒皮か
ぼちゃ 

みやざき 

黒皮かぼち

ゃ 

①計画的な生産・出荷を行っており、生産

継続に向け、産地で取組を行っている

こと 

②品質管理、検査体制、クレーム処理等

の出荷体制が確立していること 

 

 京いも みやざき 

京いも 
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分
類 

認定 
対象 
品目 

商品 
ブランド名 

 
商品ブランド産地認定基準 

 
認定産地 
（ＪＡ地区本部等） 

果
樹 

マンゴ
ー 
 

完熟マンゴ
ー「太陽の
タマゴ」 
 

①部会組織体制が確立していること 

②産地規模がおおむね１ｈａ以上であるこ

と 

③計画的な生産・出荷を行っていること 

④品質管理、検査体制、クレーム処理等

の出荷体制が確立していること 

 

 

 き ん か

ん 

 

完熟きんか
ん「たまた
ま」 
 

 

 日向夏 日向夏 

 
 
 

 

 へべす みやざき 

へべす 

 

 

  

 くり みやざき 

特選栗 

 

 

  

花
き 

コチョ
ウラン 

みやざき 

コチョウラン 

①産地規模がおおむね１ｈａ以上であるこ

と 

②計画的な生産・出荷を行っていること 

③品質管理、検査体制、クレーム処理等

の出荷体制が確立していること 
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分
類 

認定 
対象 
品目 

商品 
ブランド名 

 
商品ブランド産地認定基準 

 
認定産地 
（ＪＡ地区本部等） 

特
産 

乾しい
たけ 
 
 

みやざき乾
しいたけ 

①宮崎県産乾しいたけトレーサビリティ運

営協議会に加入していること 

②「宮崎乾しいたけ安全・安心栽培指針」

に基づき、計画的な生産を行っている

こと 

③「乾しいたけトレーサビリティ実施要領」

らに基づく栽培管理記録簿等が整備さ

れていること 

④品質管理、検査体制、クレーム処理等

の体制が確立していること 

 

 

 釜 炒 り

茶 

 

みやざき釜
炒り茶「釜
王」 

①「県内全域」を対象とし、商品ブランド認

証基準を満たしているものを「みやざき

釜炒り茶「釜王」 として認証 

②計画的な生産・出荷を行っていること 

③品質管理、検査体制、クレーム処理等

の出荷体制が確立していること 

 
 

 

 せんぎ
り大根 

みやざきせ

んぎり大根 

 

①産地規模がおおむね１０ｈａ以上である

こと 

②計画的な生産・出荷を行っていること 

③品質管理、検査体制、クレーム処理等

の出荷体制が確立していること 

 
 

 

加
工 
・
業
務
用 
 

冷凍ほ
うれん
そう 

みやざき冷

凍ほうれん

そう 

①産地規模がおおむね１０ｈａ以上である

こと 

②計画的な生産・出荷を行っていること 

③品質管理、検査体制、クレーム処理等

の出荷体制が確立していること 

 
 

 

 
 
※本資料に記載の「商品ブランド認証基準」及び「商品ブランド産地認定基準」はみやざき
ブランド推進本部にて決定された基準について取りまとめたものである。 
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